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研究成果の概要（和文）：デジタル・ネイティブである若者がスマートフォンを利用するなかで、（1）現実と
仮想のソーシャル・ネットワークの動態の現状について調べ、（2）仮想コミュニケーションの増大ははたして
ユーザーのナルシシズム化と「新しい孤独」を生んでいるのかという疑問について答えるために、民族誌などの
手法を使って、普遍的共通性と文化的多様性の特性を調査分析した。その結果、SNS依存とよばれる現代人にお
いても情報の相互交換という意味での現実コミュニケーションの総量もまた増加しているということが、明らか
になった。「新しい孤独」とは、状況的葛藤を実践的に回避するためのコミュニケーションの様式なのである。

研究成果の概要（英文）：In order to (1) examine the current dynamics of real and virtual social 
networks among young digital natives using smartphones, and (2) answer the question of whether the 
growth of virtual communication has led to narcissism and a "new type of loneliness" among users, we
 used ethnographic and other methods to investigate the characteristics of universal commonalities 
and cultural diversities. The results revealed that the subjective sense that the total amount of 
real communication in terms of mutual exchange of information is also increasing, even among people 
today who are dependent on social networking services, is ultimately putting a stop to tend to the 
narcissism and sense of loneliness and/or isolation of users.

研究分野： 文化人類学

キーワード： インターネット　スマートフォン　ナルシシズム化　新しい孤独　コミュニケーション　現実と仮想　S
NS　ネットいじめ

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究は、生まれた時からタブレットやスマホ端末と共に生活している若者たちは、Z世代あるいはi世代と呼
ばれているが、彼らがインターネットワーク環境を利用することで、それ以前の親の世代や教育関係者あるいは
行政が危惧するようなナルシシズム化や「新しい孤独」が、先鋭化された形では実際にはおこっていないことを
明らかにした。ただしこのようなSNSなどを使ったいじめやハラスメントに対するこの世代以降の心理的抵抗力
(レジリエンス)は、それ以前の世代による教育を通した介入によって食い止められているにすぎない、ことにも
留意すべきであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式  Ｃ－１９、 Ｆ－１９－１、 Ｚ－１９ （ 共通 ） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 研究開始当初（申請書作成時の 2019 年中頃）は、デジタル・ネイティブである若者がスマートフォン
を利用するなかで、現実と仮想のソーシャル・ネットワークの動態の現状について調べ、そして旧世代か
ら危惧されているような、仮想コミュニケーションの増大ははたしてユーザーのナルシシズム化と「新しい
孤独」を生んでいるのかという疑問について答えるために、（現実と仮想の両方の）民族誌の手法を使っ
て、世界のいくつかの地域の共通性と多様性の特性を明らかにすることにあった。 
 
(2) このような動機を持つにいたった理由は、洋の東西を問わず、Z 世代や i 世代と呼ばれる若者たち
の世代のスマホと SNS 依存に対してその親の世代、教育関係者、ならびに行政当局は、さまざまな情
報によると、若者たちに対してそのナルシシズム化傾向や、ネットいじめによる自殺などの原因になる
「新しい孤独」現象が生じているという危惧を抱いていることがわかった。このことをふまえ、調査を実施
することにより、若者の間に流布している「ナルシシズム（申請当初は「ナルシズム化」と表記、以下ナル
シシズム）」や「孤独」の意味と ICT 時代のコミュニケーションに新たな知見をもたらし、かつ危惧を抱い
ている旧世代の人々に若い世代との円滑なコミュニケーションの機会を提供することの一助になる［ので
はないのか？］というのが研究班の当初の目論見であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
研究開始から新型コロナウイルスの流行により調査範囲を海外より国内の状況に向けることで、研究代
表者と研究分担者の研究の目的を細分化することで、各人の調査研究を支障なく遂行できるようにする
こととした。 
 
(1) 研究代表者の池田の目的は、ナルシシズム化と「新しい孤独」に関する心理学ならびに精神分析か
らの理論についての情報収集とその分析とした。ナルシシズム化と「新しい孤独」に独自の定義を与える
ためである。 
 
(2) 研究分担者の井上は、現代社会におけるスマートメディア拡散前後のナルシシズムの変容につい
て、大学生を調査対象として明らかにすることを目的とした。また井上が研究対象としているアフロキュ
ーバン宗教における、インターネットやデジタル化と不況の関係性についての研究をおこなうこととした。 
 
(3) 研究分担者の徐は、孤独は重要な健康問題であるとして、孤独対策担当大臣を設置した英国の動
向等について調査を行うこととした。公的なヘルスケアシステムの中に「社会的処方」を取り入れる取組
について分析するためである。 
 
(4) 研究分担者の山崎＝スコウは、深刻化する社会的孤立に対するアプローチとして対話ロボットの独
居高齢者宅での適用を図り、効果や多様な影響を評価するため調査を行うこととした。軽度認知障害
（MCI）の高齢者を中心に、認知症高齢者、健常高齢者を対象に対話データを収集するとともに、高齢
者のロボットとの日常的、継続的対話における適応過程で精神的安定や生活習慣の変容、家族関係の
変容など多様な影響や効果について明らかにするためである。 
 
(5) 全体での調査班の研究目的は、スマートフォン利用おけるリモート環境情報を「コミュニケーションの
切断」と理解して、COVID-19 の流行状況における大学の遠隔授業化を、(1)で定義する「新しい孤独」
を作り出す状況だと解釈して、研究代表者と研究分担者による遠隔会議を開催して議論することとした。 
 
 
３．研究の方法 
 
上掲の研究目的に対応する、最も適切だと思われる方法論を研究代表者や研究分担者が採用し、そ
の研究予算を使って、研究の遂行を円滑におこなうこととした。 
 
(1) ナルシシズム化と「新しい孤独」に関する心理学ならびに精神分析からの理論についての情報収集
とその分析を可能にするためには、インターネットによる情報収集、各種文献調査などが中心となる。こ
れらの理論分析における必要な情報を提供した分野には、哲学、心理学、精神分析学、社会学、文化
人類学、認知行動学などの分析枠組みにもとづいた調査をおこなう。 
 
(2) 現代社会におけるスマートメディア拡散前後のナルシシズムの変容について、大学生を調査対象と
して明らかにするために、インターネットを利用した情報調査会社を利用する。本研究では、研究課題
採択時に研究代表者が所属する大阪大学 CO デザインセンターにおいて研究倫理申請をおこない、全



研究期間における承認を得ている。アフロキューバン宗教における、インターネットやデジタル化と不況
の関係性については、フィールドワークならびに民族誌の手法を用いた分析を試みる。 
 
(3) 孤独は重要な健康問題であるとして、孤独対策担当大臣を設置した英国の動向等について調査を
行うためには、インターネットをつかった情報収集という手法を使った。また、コロナ禍における公的なヘ
ルスケアシステムの中にインターネットを使った「社会的処方」を取り入れる取組について分析するため
に、デジタルエスノグラフィーという方法の流用の可能性についても検討した。 
 
(4) 対話ロボットの独居高齢者宅での適用事例や、軽度認知障害（MCI）の高齢者を中心に、認知症高
齢者、健常高齢者を対象に対話データを収集するために、コンピュータによるデジタルアーカイブ化の
作業をおこなう必要性があった。また、ノートパソコンを使った統計分析などを利用した。 
 
(5) COVID-19 流行状況における大学の遠隔授業化の検討については、研究代表者の池田、ならびに
研究分担者の井上および徐が直接その渦中におかれたので、インターネットによる情報収集をするほ
かに、遠隔授業の合間に、学生たちが感じる「孤独」感や、文部科学省を含む大学管理当局の「学生へ
の配慮」という学内措置ついて、各大学の職場において情報を収集し、遠隔会議において、それらの質
的情報を使った言説分析などをして、意見交換をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
 
研究成果として、大阪大学で毎年冬におこなわれた学内研究会である豊中地区研究交流会に全員が
対面のポスターならびに遠隔で参加し、研究の経過報告を共同でおこなった。また、大阪大学 CO デザ
インセンター招へい准教授（当時）の黒田聡にも研究協力者として研究交流会に加わってもらい、学術
上の意見交換をおこなった。 
 
(1) 研究代表者の池田、先行研究における調査時期、ネットワーク環境、通信情報の法規制、社会階
層格差など世界の国別・地域別・文化民族別などの要因変数を析出し「質的研究マトリクス」ルーブリッ
クを作成することに着手した。海外での現実フィールドワークを断念し、感染予防に注意しながら、国内
の現地調査（主にインタビューを中心とした質的研究）をおこなった。その理論分析のための整理として、
(a)利用者［内容分析］、(b)文化比較［多文化間比較手法］、(c)流通情報［言説分析］、(d) ナルシシズ
ム化と孤独感の様態［伏線経路 (trajectory pass)分析］において分析することが適切であることが明らか
になった。池田はさらに研究分担者の井上らと共同で開始したシンギュラリティと宗教の思想的関係に
関する議論を、本研究課題にどのように接続するのかについて検討をした。 
 
(2) 井上は、日本の大学生や海外の宗教団体における信者の変容などについて案をまとめたとともに
関連文献の収集、整理に従事した。より具体的には、ナルシシズムの概念や定義について、心理学的
先行研究を共有したとともに、現代社会におけるスマートメディア拡散前後のナルシシズムの変容につ
いて、大学生あるいは宗教実践者を対象に実証的に調査する方向性を確認した。また宗教とインター
ネットに関する文献蒐集を日本語のみならず英語の文献についても幅広く行った。そのうち Heide A. 
Campbell らが執筆した Digital Religion；Understanding religious Practice in New Media Worlds という書
籍の内容を確認し、欧米におけるインターネットやデジタル化と宗教の関係性について網羅的に整理
することができた。また自身の課題である宗教とインターネットというテーマにそって、キューバのアフリカ
系宗教の変容が、スマートフォンによってどのように変容しつつあるのか、という論文を執筆した。また、
その内容を学会等で発表した。 
 
(3) 研究分担者の徐は、学術データベースを用いて保健医療分野における孤独および孤立と健康、ス
マートメディアについての研究動向および実践の状況を調査した。アディクション、ついで、ソーシャル
キャピタルとの関係において検討する報告が増加していたことが明らかになった。孤独は重要な健康問
題であるとして、孤独対策担当大臣を設置した英国の動向等について調査を行った。公的なヘルスケ
アシステムの中に「社会的処方」（social prescribing，医療機関が治療活動のひとつの選択肢として、地
域の親睦クラブや自助グループなどへの参加を患者に勧奨すること）を取り入れる取組についてまとめ
た短報を公表した。公衆衛生・医療分野において、「孤独」「自己愛」「メディア使用」は病理として治療
や対策の対象という位置づけで語られること、「孤独「対策」としてフォーマルな制度・政策に落とし込む
方向性（例：孤独省の設立）に着目した。以上にもとづく論文を準備する他、SNS 上の情報を研究デー
タとして利用することについて、学会発表を行った。 
 
(4) 山崎=スコウは、メディアユーザー研究の最新動向に関して情報収集を進め、認知症の人を対象と
したロボットメディア、AI 開発の状況、そして利活用の影響や効果の文献検討を行うとともに、孤独への
アプローチとして臨床現場から対話データを収集し、実際に機械学習のアルゴリズムを用いて認知症の
人の心理、行動に介入する新たな技術的可能性について検討した。近年深刻化する社会的孤立に対
するアプローチとして対話ロボットの独居高齢者宅での適用を図り、効果や多様な影響を評価するため
数ヵ月から 1 年以上に及ぶ長期実験を実施し、追跡調査を行った。 



 軽度認知障害（MCI）の高齢者を中心に、認知症高齢者、健常高齢者を対象に対話データを収集す
るとともに、高齢者のロボットとの日常的、継続的対話における適応過程で精神的安定や生活習慣の変
容、家族関係の変容など多様な影響や効果が見出された。イスラエルの人類学者を招へいした交流に
も発展し、多様な文化圏における孤立や AI、ロボットとのコミュニケーションにおける相互関係や人の自
己認識に関する国際的議論を深めるネットワークを築くことができた。 
 その他にも、病院の現場で看護師や医師を対象に手指衛生遵守を促すロボットの活用について試行
を始め、各職域の専門家によるロボットへの認識と効果に関する検討を進め、ロボットに対する認識の
違いや、ロボットを含むチームワークなど新たな検討課題を見出した。このことについては、池田も研究
助言として関わった。また、若年者のロボットに対する認識を調査するため、学生を対象に実験を実施し、
ロボットが保持する記憶、また複製可能なロボットの同一性に関して、人が持つ印象や思考の評価実験
を北欧はデンマークとの比較実験として実施し、データに基づいて今後議論を深める土台を築く成果を
得ることができた。さらに、高齢者の社会的孤立への対話的アプローチとして対話ロボットを活用し、独
居者宅等での長期適用実験を実施した。追跡調査を通してロボットへの愛着形成や最も親しい人と同
等の自己開示への意欲などを明らかにするとともに、撤去に伴う倫理的課題について検討した内容を
出版した。人工物との関係性が顔見知り程度の人との関わりを希薄化させ、新たな孤独を生む可能性
があるのか、その内実など今後さらに検討を要する課題が得られた。 
 
(5) スマートフォン利用おけるリモート環境情報を「コミュニケーションの切断」と理解して、COVID-19 流
行状況における大学の遠隔授業化を、もうひとつの「新しい孤独」を作り出す状況だと解釈して、共同発
表「機械の「心」と対話は可能か？：大学教育のなかでの審問」を研究発表した。 
 
(6) 以上の研究調査活動を通して、研究班は次のような最終的見解を持つに至った； 
a)スマートメディアを使った SNS 利用など、現代では確実に仮想コミュニケーションの通信量（トラフィッ
ク）は増大している。しかしながら、 
b)仮想コミュニケーションの通信量の増大は、スマートメディアユーザーにおける現実コミュニケーション
の通信量の減少を一義的に意味するものではない。なぜなら、 
c)現代人の多くの人たち（本研究が対象にしたのは、遠隔授業を受ける学生、アフロキューバン宗教の
職能者、薬物利用者を含む健康や薬に関する情報を、インターネットを使い一人で情報収集する人た
ち、高齢者一般や認知症施設に入っている当事者たち、専門病院の看護職専門家、一般のロボットユ
ーザーなど）は、現実コミュニケーションを行うと同時に仮想コミュニケーションに参入しているからである。
そして、 
d)新しい仮想コミュニケーションによる現実生活への介入は現実コミュニケーションにおけるさまざまな
軌道修正を受けた「共存」状態を生み出しているものと思われる。このことは、 
e)スマートメディア依存は、一義的にユーザーのナルシシズム化を引き起こすよりも、むしろ、 
f)ナルシシズム傾向から脱却した別のタイプの自我意識——すなわち「新しい孤独」——がうまれつつ
あると考えられる。現実コミュニケーションでは共在しているにもかかわらず遠隔や SNS の集合コミュニ
ティと乖離を感じる、「新しい（タイプの）孤独」がうまれてきたことが明らかにされた。これは現実の身体よ
りも仮想の心的アイデンティティが優先されるがゆえの現象である。 
g) 「新しい孤独」という現象は、コミュニケーション全体の総量だけでなく、むしろ仮想と現実の相互作
用の重要性が主題化されるようになってきた結果である。すなわち「新しい孤独」とは、状況的葛藤を実
践的に回避するためのコミュニケーションの様式なのである。いずれにせよ、 
h) SNS をつかったいじめやハラスメントに対する Z 世代・i 世代以降の心理的抵抗力（レジリエンス）は
彼／彼女らの内的なポテンシャルに依存する可能性がある一方で、それ以前の世代ではむしろ教育を
通した介入によって食い止められていると後者の人たちは理解するという、２つの現象論がみられる。こ
のことの見極めのためには、さらなる調査研究が必要である。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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「空気と空間づくり」から考えるイノベーション・キャンパスの実現（2）

分析哲学に「検閲」の文字なし：芸術と社会の係留点に関する社会学的考察

 ４．発表年



2021年

2021年

2021年～2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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メディア技術の倫理：「認知症の人によるケア」のケアの先に

Robotic Companionship and Ethical Viewpoints

ロボットと紡ぐ社会関係：認知症の人のケアと倫理

 １．発表者名
山崎竜二
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池田光穂

中岡成文 vs. 西村高宏、司会：池田光穂
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 ２．発表標題
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